





　「全女性に捧げる ! 　哀愁の文芸メロドラマ」，「全女性陶酔 ! 　ロマンと香気の























































































と，1950 年から 1964 年までの間にこの三作家の原作だけで，実に 75 本（井上 32






















最終アクセス 2013 年 2 月 4 日）を参照した．
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［6］『この世の花』は第 7 部までは 2 本で 1 本扱いとするシスター・ピクチャーとして製作さ






　『挽歌』は苦しい製作背景にもかかわらず，公開後，配給収入 2 億 3243 万円とい
う予想外の利益を松竹にもたらした．これは 1957 年度の松竹において『喜びも悲
しみも幾歳月』，『大忠臣蔵』という超高予算の大作映画につぐ 3 位，他社を含めて























　松竹文芸メロドラマにおける五所平之助の取り組みは，1960 年から 1961 年にか
けて製作された「井上靖・愛の三部作」で最高の成績を残した．とくに第 1 作『わ

























［11］『わが愛』の配給収入は 1 億 4809 万円で，1959 年度の松竹配給映画のうち第 4 位の記録
である（「邦画六社の作品別配収べスト 5」，『映画年鑑』1961 年版，時事通信社：51）．『猟銃』
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